
1. 背景と目的 

 近年、循環型社会の形成が望まれる中で、3R、中でも

2R（リデュース、リユース）の促進が求められている。

住環境とかかわりの深い家具・家電についてみると、中

古への排出割合は 15％前後と低く[1]、さらにリユース

を促進させることが重要である。特に一人暮らしの大学

生のほとんどは、大学生になって初めて独立して暮らす

ため、この時期に2R行動を行うことで今後の2R行動や

意識が変化する可能性がある。また一般に一人暮らしの

期間は製品の平均寿命より短いため、リユース・長期使

用の可能性が大きいと考えられる。このことから大学生

の家具・家電の2Rを促進することは重要である。しかし

ながら大学生の家具・家電のリユースの実態や意向等に

ついては明らかとなっていない。 

 そこで本研究では一人暮らしの大学生について家具・

家電の入手から排出に至る行動・意識の実態を明らかに

するとともに、2Rの取り組みに対する利用意向を明らか

にすることを目的とする。なおスペースの関係上、排出

に関する研究内容は割愛する。 

2. 研究方法                            

 初めに大学生が利用可能だと思われる家具・家電の2R

の取り組み事例の文献調査を行った。次に予備調査とし

て 20 代の一人暮らし経験者に質問紙調査及びヒアリン

グ調査を行い、さらに本調査として現在20歳から35歳

で大学時代に一人暮らしをしていた人を対象にインター

ネット調査を行った。主な調査項目は、家具・家電の入

手・排出方法、家具・家電の2Rの取り組みに対する意識

である。予備調査は2017年6月28日〜8月19日に、本

調査は2017年12月8日〜2018年1月3日に行った。本

調査はインターネット調査(JustSystem社のFastask)を

使用した(先着締切方式)。本調査ではまずスクリーニン

グ調査として回答者の男女年齢層がほぼ均等になるよう

に2,207名の回答を得た(配信数32,941名)。その結果に

基づき学生時代に一人暮らしをしていた人を抽出し、本

調査として 372 人に配信、327 人の回答を得た(回収率

87.9％)。なお回答に矛盾があり同一の回答が多い回答者

8名は上記回収数に含めていない。 

3. 学生時代の2R行動の実態  

    家具と家電の入手方法について尋ねた結果、表1の

ような結果となった。ただし入手と排出の質問に矛盾

のあった回答者を除いて集計した。 

 新品購入者の割合は、エアコンを除く家電で 60～

65％程度、エアコンは約25％、家具で45～60％程度 

表1 一人暮らし開始時の家具家電入手方法 

nnnn    新品新品新品新品    中古中古中古中古    下宿に備え付け下宿に備え付け下宿に備え付け下宿に備え付け    

テレビテレビテレビテレビ    298 64.8% 31.5% 3.7% 

洗濯機洗濯機洗濯機洗濯機    302 60.6% 28.8% 10.6% 

冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫    310 64.2% 27.1% 8.7% 

エアコンエアコンエアコンエアコン    293 25.9% 16.4% 57.7% 

電子レンジ電子レンジ電子レンジ電子レンジ    301 65.1% 28.2% 6.6% 

ベッドベッドベッドベッド    262 59.2% 30.5% 10.3% 

机机机机    229 48.0% 40.2% 11.8% 

テーブルテーブルテーブルテーブル    273 56.0% 38.1% 5.9% 

衣装収納家具衣装収納家具衣装収納家具衣装収納家具    263 46.8% 32.7% 20.5% 

となった。従って中古または下宿に備え付けの利用割

合は、エアコンは備え付けが多いため約 75％と高く

なっているが、その他は 35～55％程度であり、中古

利用に関しては改善の余地があることが示唆される。 

 中古入手の内訳を表2に示す。 

表2 一人暮らし開始時の中古入手方法 

nnnn    自宅自宅自宅自宅    

中古中古中古中古

販売販売販売販売

店店店店    

ネッネッネッネッ

ト等ト等ト等ト等    

フリフリフリフリ

マ等マ等マ等マ等    

知人知人知人知人

等等等等    

テレビテレビテレビテレビ    94 50% 16% 14% 9% 12% 

洗濯機洗濯機洗濯機洗濯機    87 26% 30% 13% 8% 23% 

冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫    84 23% 23% 29% 6% 20% 

エアコンエアコンエアコンエアコン    48 15% 31% 27% 17% 10% 

電子レンジ電子レンジ電子レンジ電子レンジ    85 36% 20% 13% 9% 21% 

ベッドベッドベッドベッド    80 40% 19% 24% 8% 10% 

机机机机    92 37% 24% 15% 12% 12% 

テーブルテーブルテーブルテーブル    104 44% 18% 17% 11% 10% 

衣装収納家具衣装収納家具衣装収納家具衣装収納家具    86 40% 22% 16% 12% 10% 

 最も多い回答は、テレビと電子レンジ、家具類では

自宅にあったもので、洗濯機、エアコンはリサイクル

ショップで購入、冷蔵庫ではネットで中古を購入であ

った。「自宅」を除いて一般のリユース実態と比較す

ると学生の一人暮らし時は家電４品目ではネットの

割合が少なく、フリマ、知人等の割合が多い。家具で

はリサイクルショップの割合が少なく、フリマ、知人

等の割合が多かった。知人等の割合が多いのは学生は

先輩等の知人からもらう可能性が多いためであると

考えられる。 

4. 2Rの取り組みの実態と利用意向 

 文献調査により、一般的なリユース方法であるリユー

スショップやインターネットショッピングサイト、イン

ターネットオークション、フリーマーケット[1]に加えて、

学生が利用できるリユース等2Rの取り組みとして、家電

リース（主に単身赴任や一人暮らしを対象に家具や家電

をレンタルする事業）[2,3]や家具家電付き住戸（主な家

具、家電が付随している賃貸住宅）[4]、リサイクル市（大
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学のエコサークル等による、卒業生の家具・家電を引き

取り新入生に譲渡する取り組み）[5,6,7]などが確認され

た。これらについては上記の通り一部調査はあるものの、

全国的な大学生の利用実態や利用意向等は明らかになっ

ていなかった。 

 そこで学生時代、上記の2Rの取り組みが利用できる環

境にあったか尋ねた。その結果リサイクルショップが最

も高く 30%強の人があったと答えた。次いでリサイクル

市とフリーマーケットが25％弱で、その他の方法は２割

以下であった。またいずれも利用できる環境になかった

人が約４割あった。一方、前述のような家具・家電の2R

の取り組みに対する利用意向も尋ねたところ、いずれの

取り組みも３～４割程度の利用意向で、いずれかの取り

組みで入手意向がある人は６割程度であった。このこと

から地域に応じて可能な取り組みを進めていくことで、

2Rを一定程度推進できると考えられた。ただし家具家電

付き賃貸住宅や家電リースレンタルの利用は価格に依存

する。参考までに京都市内でほぼ同条件の家具家電付き

賃貸住宅とそうでない住宅の価格を事例的に調べたとこ

ろ差額は平均月額3千円程度であった。そこで支払意思

額を尋ねたところ、月額3千円の追加的負担時の利用意

向は新品の家具家電で34.3%、2年使用で24.1%、5年で

15.8%、10年で13.1%であった。今回の調査では主な家具

家電がほぼすべてついた住宅に住んでいた人はごくわず

かだったことから、広報等で周知することによりこうし

た住宅の利用者が増加する可能性があると考えられる。 

5. 学生時代の2R意識と行動分析 

 学生時代の意識や属性等が中古及び新品で入手した品

目数に与える影響について変数減少法の重回帰分析によ

り分析した。結果を図1に示す。数字は標準偏回帰係数

を表す。中古で入手した品目数では、「家具や家電は価格

が高くても新品がいいと思っていた」（新品志向）、「一人

暮らし以前に中古品売買の経験があった」人、「家具や家

電を中古で購入することは環境に良いと思っていた」人、

「人が使ったもの（中古品）を使うのは嫌だった」人、

東北の大学に通っていた人で、有意に多い傾向にあった。

一人暮らし以前に中古品売買の経験があった人は２割程

度、家具や家電を中古で購入することは環境に良いと

思っていた人は３割程度で、中古入手品目数に影響が

あることから、身近にある中古品売買の取り組みを周知

することや中学、高校等で2Rに関する教育を行うことに

より中古入手が増加する可能性がある。 

 一方、新品購入数では新品志向、親の勧めが有意に正

に、東北・九州の大学に通っていたことが有意に負に影

響していた。東北の大学で中古利用が多い人は若い人に

多く、震災の影響の可能性がある。 

 また一人暮らし時の中古入手数と卒業後の中古入手数、

今後の中古入手利用意向について相関分析を行なった結 

図1 中古・新品の入手品目数に対する意識・属性等の影響 

果、どちらも有意な正の相関があった(卒業後: r=0.204, 

p<0.001、意向:r=0.274, p<0.001）。大学時代の中古利用

が卒業後の中古利用を促進する可能性を支持する結果と

なった。 

6. 結論 

 本調査から得られた結論を以下に列挙する 

1)新品を購入した割合はエアコンを除く家電で 60～

65％程度、エアコンは約25％、家具で45～60％程度で

あり、中古利用を増やす余地がある。また大学生の一

人暮らし時に先輩等、知人からもらう場合があるため

一般のリユース実態と比較すると学生の一人暮らし時

は家電ではネットの割合、家具ではリサイクルショッ

プの割合が少なくフリマや知人等の割合が多い。 

2)家具・家電の2Rの取り組みを利用できる環境になかっ

た人の割合は約４割であった。一方、候補として挙げ

たいずれの 2R の取り組みも３〜４割程度の利用意向

があったことから、地域に応じて可能な取り組みを進

めていくことで2Rを推進できると考えられた。 

3) 中古入手品目数に有意に影響していた要因には新品

志向や大学所在地(東北)のほかに中古品売買の経験や

環境配慮があり、この点に働きかけることで中古利用

を促進できる可能性が示唆された。 

4)学生時代の中古利用経験は、その後の中古利用の意向

や実施と有意な相関があり、学生時代の中古利用が卒

業後の中古利用を促進する可能性が示唆された。 
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